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抄録：本稿の目的は，中学校数学から小学校算数への移行内容である代表値に関して，子どもがどのような

認識をもち，どのような導入教材が有効であるかを検討することである。そのために，国立大学附属小中学

校 7 年生（中学 1 年生）を対象とした過去の授業実践について再度考察した。その結果，子どもは言葉や意

味は知らなくとも，これまでの経験から代表値に関しての認識をもっていることがわかった。そして，それ

らを詳しく学習する前に，様々な代表値を用いることができる導入教材を使った授業を行うことで，統計の

学習内容に関する価値観の変容も見られた。 

 

キーワード：代表値，統計的問題解決，PPDAC サイクル，メタ認知 

Ⅰ．研究意図 

新学習指導要領（文部科学省，2017a；2017b）において，算数と数学を一貫した「データの活用」領域が新

設された。例えば，算数においては，「日常生活の問題解決のために，データの特徴や傾向などに着目して捉え，

根拠を基に筋道立てて考えたり，統合的・発展的に考えたりすること」という数学的な見方・考え方に着目して，

「①目的に応じてデータを収集，分類整理し，結果を適切に表現すること」，「②統計データの特徴を読み取り判

断すること」という 2 つの観点から内容が整理されている（文部科学省，2017a：67）。そして，第 6 学年には，

現行では中学校第 1 学年の学習内容であった代表値の意味や求め方が移行され，さらに目的に応じた統計的な問

題解決の方法についても学習することとなった。本領域の学習では，確定事象のみならず不確定事象も考察対象

とするため，代表値を用いて資料を整理する技能だけでなく，それらを積極的に活用して意思決定を行おうとす

る態度を育成することが必要となる。 

しかし，実際にどのような教材を用いて授業実践を行っていけばよいのかは不透明である。これまでも小学校

算数において，各種グラフのかき方やよみ方，測定値の平均やヒストグラムなどの知識や技能に関する学習は行

われてきたが，実情はまだ知識の獲得や技能の習得に重点が置かれていた。例えば，計算によって代表値を求め

ることはできるが，それらがその状況で示す意味が掴めていない子どもや，手順に沿って度数分布表やヒストグ

ラムをかくことはできるが，それを使って自分の主張を説明できない子どもを目の当たりにしてきた。様々な実

践例（e.g. お茶の水女子大学附属学校園連携研究算数・数学部会，2018）が報告されている中で，特に算数で

の教材に関しては早急に研究を進めていくべき課題である。 

したがって，本稿の目的は，中学校数学から小学校算数への移行内容である代表値に関して，子どもがどのよ

うな認識をもち，どのような導入教材が有効であるかを検討することである。そのために，国立大学附属小中学

校 7 年生（中学 1 年生）を対象とした過去の授業実践について再度考察し，今後の算数における代表値の導入教

材に関する示唆を得る。 
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Ⅱ．理論的背景：PPDAC サイクルとメタ認知 

1．PPDAC サイクル 

高度情報化社会のみならず，Society 5.0 の実現に向けて，近年はより一層データの扱いが重要視されている。

「データの活用」領域の新設はそういった社会背景からきているといえ，統計的な問題解決の方法について身に

付けることが求められている。統計的な問題解決とは，「『問題―計画―データ―分析―結論』の 5 つの段階を経

て問題解決すること」（文部科学省，2017a：272）であり，この統計的探究プロセスは，それぞれの頭文字をと

って PPDAC サイクルと呼ばれている（Wild & Pfannkuch，1999：226）。その過程は一方向に進んでいくもの

ではなく，相互に関連し，行き来しながら進むものであり，これは他教科や今後の社会生活でも活用される重要

なプロセスである。本稿で着目している代表値は，特にデータを分析し結論を出す場面で活用され得るものであ

り，データの特徴を知るために有効に働く。一方，Wild & Pfannkuch（1999）が示した PPDAC サイクルは，

統計的思考力を捉えたものの 1 つ（次元 1）であり，「次元 1 探求サイクル（investigative cycle）」，「次元 2 思

考の型（types of thinking）」，「次元 3 尋問サイクル（interrogative cycle）」，「次元 4 態度（disposition）」

の 4 つの次元（図 1）からなる（柗元，2018：167-168）。特に次元 4「態度」が示されているように，PPDAC

サイクルを動かすためには，知識や技能だけでなく，その問題解決者自身のもつ性質も影響するものであると考

えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 統計的思考力の 4次元の枠組み（Wild & Pfannkuch，1999：226） 
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2．メタ認知 

柗元（2018：169）は，数学的モデリングのサイクルと統計的探求プロセスの関連付けとして，数理科学的モ

デル化過程（図 2）を提案している。このモデルの特徴として，「メタ認知（メタ認知的知識・メタ認知的活動）」

の働きが明記されていることが挙げられる。竹間（2018a）では，重松（1990：77）のメタ認知の定義を引用し，

メタ認知をメタ認知的技能とメタ認知的知識の 2 つで捉え，問題解決過程においてまずメタ認知的技能を働かせ，

自らの持つメタ認知的知識に基づいて認知的活動を実行しているもの（図 3）とし，子どものメタ認知的知識の

重要性について指摘している。本研究においても，Wild & Pfannkuch（1999）の態度，柗元（2018）の数理科

学的モデル化過程を念頭におきながら，本導入教材によって肯定的なメタ認知的知識を獲得していくという立場

から，代表値の導入教材に関する考察を進めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 数理科学的モデル化過程（柗元，2018：169） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 認知とメタ認知の関係図（重松，1987） 
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Ⅲ．授業実践：「テニスのリターンの練習法」 

1．概要 

（1）対象と時期 

2016 年 2 月 12 日，国立大学附属小中学校 7 年生（中学校 1 年生）を対象に実践した（京都教育大学附属京都

小中学校，2016）。7 年生の「資料の活用」の学習の第 1 時に設定したため，中学校での新たな学習内容は未習

の段階である。  

（2）本授業の目標と教材 

本授業の目標は，効率の良いテニスのリターンの練習法について，平均値だけではない多様な視点からデータ

をよみ解き，それらを根拠として他者へ論理的に説明することである。 

本授業で扱う題材「テニスのリターンの練習法」（図 4）は，テニス部に所属している設定の中で，後輩の次

の対戦相手のサーブの速度データを基に，効率良く練習するためにはどの速度に焦点をあてて練習するのがよい

のかを判断し，後輩が納得するように根拠を基に説明することが求められる題材である。サーブの速度のデータ

はフラットサーブ（スピンなしのサーブ）のみとし，速度やコースが指定できる練習マシンがあるものとして，

球種やコースが限定された状況を設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 「テニスのリターンの練習法」 

（3）本授業実践の意図 

資料の傾向を読み取る場合，真っ先に算数で学習し日常的にも使用することの多い平均の考えを用いることが

考えられる。しかし，平均値だけでなく中央値，最頻値といった代表値を用いてより資料の特徴を掴むことは大

変重要であり（cf. 文部科学省，2008：77-81），データをいくつかの観点から多面的に見ることができるように

していくことが必要である（e.g. 永田，2018；夏坂，2018）。本時で扱うデータは，分布が二つに分かれるもの

（図 5）であり，全体の平均値は意味を持たず，他の要因に着目する必要がある。そこではその値を含めるかど

うかや，データを二つに分けて考えるかどうかなど，多様な視点が存在している。このように，スポーツの記録

という不確実性のあるもので，そのデータを基にして練習方法を判断する上ではただ 1 つの正しい解答は存在し

ない。そのため，いかに他者を納得させる説明をすることができるかを考え，自分の主張の根拠を明確にして説

明をより妥当なものとするために，統計的な知識や考え方を取り入れる必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 すべてのデータでのヒストグラム 
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算数・数学の学習を通して平均値以外の代表値についての知識を得るだけでなく，実際に様々な場面で活用す

ることができるようにするために，平均値だけにとらわれてはいけないことを，実感を持って必要性を感じた上

で学習することが有効であると考える。したがって，代表値や資料の散らばりなどを学習した後の活用場面では

なく，それらを学習する前の単元の導入場面において，これまでの算数学習や日常生活で得た知識のみを用いて，

データをよみ解き意思決定を行うように本授業を設計した。本授業によって，これまでの平均値のみに根拠を求

める子どもの固定観念にゆさぶりをかけ，より多様な視点を持つことができるようにしたい。 

 

2．実践記録 

実際の授業場面では，想定通りまずはほぼすべての子どもが電卓を使って平均値を求める姿があった。その後

班での話し合いや教師の声かけによって，全体の平均だけではいけないことに気付き，班ごとに試行錯誤して結

論を導いた。それぞれの結論としては，「データの中で一番多い 133km/h のサーブを練習する」といった最頻値

に着目した考えや，「最速の 140km/h のサーブを練習する」といった最大値に着目した考え，「100km/h で分け

てそれぞれの平均をとる」といった平均値の取り方を工夫した考えなど，多様な考えが示された。さらにある班

では，「平均よりも速いときや遅いときもあるから A 選手の中で一番速い球と一番遅い球でも練習する」として，

全体の平均値である 115km/h，最大値の 140km/h，最小値の 80km/h の 3 つを示していた。この考えはデータ

の幅に着目した考えとして今後の学習への足がかりとなるものだと捉えている。それぞれの班の結論と授業後の

生徒の振り返り（一部）は以下の通りである。 

（1）班ごとの結論 
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（2）授業後の生徒の振り返り（一部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ．考察 

1．成果 

（1）既有の認識 

想定通りはじめは全体の平均値へ着目していたが，班での話し合いや教師の声かけによって，「いくつかに分

けた上での平均の速度」，「一番遅い・速い速度」，「一番多い速度」，「速度の幅」など，多面的な見方へと広がっ

た。すなわち，代表値の学習をはじめ今後データを扱っていく上で基盤となる認識を，これまでの算数・数学学

習や日常生活を通して子どもが無意識でも持っている様子が見られた。これは今後のよりよい学習への素地であ

るといえ，代表値の知識や技能を順番にただ与えるのではなく，こうした子どもの既有の認識を生かすような題

材設定や授業展開を行うことが有効であると考える。 

（2）価値観の変容 

授業後の振り返りからは，子どもの価値観の変容が見られた。例えば，「違う視点から見ることによってこん

なに違う意見が出るのかということが分かった」，「すぐにその平均を結論として出すのは，あまりよくないと思

った。」，「同じデータでも様々な見方ができるのだと思った。1 方向からしか見ていなかったが，様々な方向か

ら見たらまたちがうわけかたができると思うのでそれを見て適した答えがだせれば良いと思う。」という記述は，

意思決定の際に多面的な視点で考えることや根拠を大切にすることへの契機であると考える。これらが子どもの

中に肯定的なメタ認知的知識として残ることで，主体的な取り組み，積極的な知識の活用，多面的な見方による

考察など，より良い統計的問題解決へと繋がっていくと考える。 

 

2．課題 

（1）題材の条件設定の曖昧さ 

本時の解答として 1 つの速度に絞るのか何種類かの速度を踏まえた練習方法を示すのか，競技自体の特性とし

てはどういった戦術が有効であるのかなど，題材の条件設定に曖昧さが残り，不必要な混乱を招いてしまった。

テニスという競技自体の経験によっても考えの土台が変わってくるため，授業クラスの子どもや担任の実態に応

じて事前の設定を考慮していく必要がある。 
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（2）オープンエンドによる混乱 

本授業実践ではあまり大きな混乱は起こらなかったが，本題材は最終的に 1 つの速度に集約されるようなクロ

ーズドなものではないため，生徒に混乱が生じることが想定される。その原因としては，それまでの算数・数学

学習の中でどれだけオープンエンドの問題を経験してきたか，算数・数学に対するどのような価値観を持ってい

るかによるものだと考える。本題材もこういった価値観を変容させるものの 1 つであるが，特にまだ経験の少な

い小学校算数での実践では注意が必要であると考える。 

Ⅴ．まとめと今後の課題 

本授業を通して，子どもは言葉や意味は知らなくとも，これまでの経験から代表値に関しての認識をもってい

ることがわかった。そして，それらを詳しく学習する前に，様々な代表値を用いることができる導入教材を使っ

た授業を行うことで，統計の学習内容に関する価値観の変容も見られた。特に，「同じデータでも様々な見方が

できるのだと思った。1 方向からしか見ていなかったが，様々な方向から見たらまたちがうわけかたができると

思うのでそれを見て適した答えがだせれば良いと思う。」という授業後の生徒の振り返りの記述にみられるよう

に，意思決定の際に多面的な視点で考えることや根拠を大切にすることへと繋がる示唆が得られた。これは今後

の学習への意欲や定着という面でも有効なものであると考える。 

本授業では題材の条件設定が甘く，7 年生で学ぶ統計の言葉や概念も未習の状態であるため，解答の仕方やそ

の根拠として不十分な面も多かった。しかし，題材の条件設定をより密なものにしながら，導入と同じ題材を用

いて学習を進めた後に再度考察することで，より深い議論を行うこともできると考える。また，本授業の子ども

の学習状況を踏まえると，同様の教材によって 6 年生においても実践可能であると予想される。ゆえに，今後は

本研究によって得られた示唆を基に，算数での実践も行っていきたい。 

 

付記 

本研究は，京都教育大学 平成 31 年度教育研究改革・改善プロジェクト「統計的問題解決を促す算数教材の開

発」（研究代表 竹間光宏）の支援を受けている。また本稿は，「京都教育大学附属京都小中学校（2016）『平成

27 年度京都教育大学附属京都小中学校教育実践研究協議会 公開授業指導案』，45-49．」における授業実践及び

「竹間光宏（2018b）「「資料の活用」の導入の実践報告―代表値の算数への移行に向けて―」，日本数学教育学

会誌『第 100 回大会特集号』，411．」における発表内容を大幅に加筆・修正したものである。 

 

引用・参考文献 

竹間光宏（2018a）「算数・数学教育の接続に関する一考察－メタ認知的知識への着目－」，京都教育大学『教育

実践研究紀要』，233-238． 

竹間光宏（2018b）「「資料の活用」の導入の実践報告―代表値の算数への移行に向けて―」，日本数学教育学会

誌『第 100 回大会特集号』，411． 

京都教育大学附属京都小中学校（2016）『平成 27 年度京都教育大学附属京都小中学校教育実践研究協議会 公

開授業指導案』，45-49． 

柗元新一郎（2018）「統計教育の立場からみた数学的モデリングサイクルのあり方」，日本数学教育学会『第 6

回 春期研究大会論文集』，167-172． 

文部科学省（2008）『中学校学習指導要領解説 数学編』． 

文部科学省（2017a）『小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 算数編』． 

文部科学省（2017b）『中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 数学編』． 

永田美奈子（2018）「教科書教材の授業構成の可能性を探る」，日本数学教育学会誌『算数教育』100(6)，41-45． 

夏坂哲志（2018）「「データの活用」の授業（小学校）をどうつくるか」，日本数学教育学会誌『算数教育』100(6)，

29． 

お茶の水女子大学附属学校園連携研究算数・数学部会編著（2018）『「データの活用」の授業 小中高の体系的指



122 教職キャリア高度化センター教育実践研究紀要 第 2 号 

導で育てる統計的問題解決力』，東洋館出版社． 

重松敬一（1987）「数学教育におけるメタ認知の研究」，西日本数学教育学会 第 33 回研究発表会 発表資料． 

重松敬一（1990）「メタ認知と算数・数学教育―「内なる教師」の役割―」，平林一榮先生頌寿記念出版会編『数

学教育学のパースペクティブ』，聖文社，76-105． 

Wild, C. J., & Pfannkuch, M. (1999). Statistical thinking in empirical enquiry. International Statistical 

Review, 67(3), 223-265. 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 600
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 600
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


